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 開 講 保育科 １年次 集 中

Ⅰ．目的と内容  
 保育現場では、保育者自身が幼児体育に関わる指導を行わず、その保育内容を一般の業者に委託している例も多く

見られる。本講義では、受講生が実際の保育現場において幼児体育に関わる指導を行うことができるよう、基礎的な

知識と実践力を習得することを目的とする。 
内容については、下記の３観点から学習を行う。 
① 幼児体育理論に関する基礎的な知識を習得する。 
② 幼児の手本として相応しい身体表現力を習得する。 
③ 各種運動の基本的な指導方法、補助方法を習得する。 
 
Ⅱ．授業計画［単位数：１単位、授業週数：集中］  
［集 中］ 

１．発育発達・幼児体育論（１） 

２．発育発達・幼児体育論（２） 

３．リズム運動 

４．マット運動（１） 

５．マット運動（２） 

６．幼児体育理論のまとめ 

７．跳び箱（１） 

８．跳び箱（２） 

９．鉄棒（１） 

10．鉄棒（２） 

11．なわとび 

12．ボール遊び 

13．基本運動 

14．ゲーム遊び 

15．まとめ 

Ⅲ．講義の進め方  
 （社）幼少年体育振興協会から派遣される講師の補助のもと、講義を進める。 
理論は学内教室、実技は体育館で行う｡ 

 
 
 
Ⅳ．試験と成績評価  
 出席点の他、理論試験、実技レポートによって評価する｡ 
 
 
 
Ⅴ．担当教員から受講生諸君へ  
 屋内用の運動しやすい服装･靴を用意しておくこと｡ 

尚、本講義を受講することによって、（社）幼少年体育振興協会による「幼児体育指導者検定2級」の検定を受ける

ことができ、協会の評価基準をクリアすれば、同資格を得られる。受講料は各自負担のこと。 

（詳細は事前ガイダンスにて連絡するので、掲示板参照のこと。） 

 
Ⅵ．使用教材  
 （社）幼少年体育振興協会による「幼児体育指導者検定2級」に準じた教材を配布する｡ 

 
 

 


